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１、建築背景と研究目的
近年の建築には、空間の連続性に着目した住宅作品が多数存在する。しかし、ほとんどの住宅は建て売り住宅など、人が住みやすい形とされているLDkの形がとられている。その部屋に人々は家具を置き自分の好むレイアウトをしていく。それは家具により変化された空間ができるということである。ここで、仮に大きなワンルームがあれば、人々はどのような家具の配置をし、生活を作り上げていくのかの特徴を探り、今後の住宅設計に与える影響が大きいと考える。
２、研究の位置づけ
以前調べた物は建築の空間の繋がりであり、それらは壁により空間をしきり、人間に視覚的距離感の連続性を与えていた。しかし、本研究ではより私たちの住まいに身近な家具による空間構成を調べる。
３、調査目的と調査方法
一つの大きな部屋を作り、住宅に置かれる家具を抽出する。このときハウスメーカーや建築雑誌にのる特徴がある住宅のからとる。これは様々なパターンを得るためである。それらの家具の距離感や関係性を見つけ出し、距離を変え、間に新たな家具を入れるなど新たなパターンを作る、そして得たレイアウトを数パターン作り、アンケート調査によってレイアウトが心地よいかつ面白いかを見つけ出す。
４、分析手法
相関分析を行う
５、仮説
新たな家具のレイアウトパターンが生まれ、新たな住宅の建築空間が見いだされると考える。
